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は し が き

本書は、ディラーの整備員用として作成したもので、仕様、諸元、性能、構造、特長、整備要領

等を概説したものです。

従って「ロビンエンジンE C06、 08形取扱説明書」及び「ロビンエンジン技術講習会テキストー

般原理」と本書を十分にマスターし、アフターサービスの万全と、ユーザーに対する正しい取扱

い方のご指導をお願い申し上げます。

尚、本書は要点の説明に過ぎず、皆様の豊富なご経験と判断により補っていただくと共に講習会

等によりお互いに研究しあつてゆきたいと存じます。

国際単位系 〔SI〕 について

1.国際単位系 〔Sl〕 とは

現在、私達が一般に使用している単位は重力単位系と呼ばれるものです。重力単位系もSIも メー

トル法の中の単位系ですので基本的には長さを「メー トル」、時間を「秒」、質量を「キログラム」

という単位で表現しています。

重力単位系とSIの根本的な相違点は「質量」の単位と「力」の単位を明確に区別しているところ

にあります。

さらに「力」の単位が変わることで、関連した「量」エネルギー等)の単位も変っています。

SIと はフランス語の国際単位系 (Lc Sys(m lntmalonal d U� ts)と いう意味の略称です。

2.サービスマニュアルヘのSi記載例

このサービスマニュアルではSIと従来単位を併記して記載しています。

〔例〕締付 トルク     10Nm(100kg o cm)

主な記載例

容量または排気量    lL(1000cnI)

圧力          lKPa(001kg/cご )

出力          lKW(1.360ps)

トルク          lNm(10kg o clll)
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1.仕様 。諸元

名 称 EC∞D E C06B E C08D E C08B

形 式 空冷 2サイクル立形ビストンバルブ式ガソリンエンジン

シリンダ数―内径X行程 l―

“

×40 l-50× 40

総 りF 気 量 ぶ (cc) 60.8

圧 縮 比

連続定格出力Kw{ps}“m 1.18{1.6}/3600

1.40{1.91/4500

LЮ (15ソ1欄
1.4011.91/1800

1.62{2.2)/4500 1.62{2.2}/1800

最 大 出 力 Kw{ps}/rpm 1.8412.5}/5000 1.84{2.5}/2000 2.43{3.3い 500 2.43{3.3}/22∞

最大トルクN・ m{kg― m}/1pm 3.72(0.38}/3700 9,31{0.95}/1480 5.00{0.51}6600 12.45(1.27}/1“0

回 転 方 向 左 (出力軸側より見て)

冷 却 方 式 強制空冷

潤 滑 方 式 燃料混合潤滑式

使 用 潤 滑 油 2サイクル専用オイル

気 化 器 フロー ト式

使 用 燃 料 潤滑油、混合ガソリン (混合比20～25:1)

燃料消費率/Kw‐ h(gr/PS‐ h) 527 (390)(連続定格出力時) 514(380)(連 続定格出力時)

燃 料 供 給 方 式 重方式

燃 料 タ ン ク容 量 (ι )

占
小

火 方 式 マグネ ト点火 (無接点式も可) 無接点式マグネ ト点火

点 火 プ ラ グ NGK B6HS NGK B7HS

始 動 方 式 リコイル式

調 速 方 式 遠心重錘式

減 速 方 式 1/2.5減 速機 1/2.5減速機

減 速 室 潤 滑 油 ロビンオイリレSAE301 ロビンオイルSAE3創

エ アー ク リー ナ方 式 半湿式

乾 燥 質 量 (kg)

寸法 (全長 ×全幅 ×全
高)(l■ll)

256× 307× 287 285× 307× 287 256× 307× 287 285× 307× 287

附 属 ロロ 附属工具一式、取扱説明書
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2.性   能

1)最 大 出 力

最大出力とは,エ ンジンが十分に招合わされ,エ ンジンの回転部分および招動部分のなじみ

が出た後,気化器のスロットルバルプが全開のときの出力の標準値のことです。従って新し

いエンジンではまだなじみが十分ではありませんから必ずしも最大出力が出るとは限 りませ

ん。

2)連続定格出力

ガバナを作動させて連続で使用する出力で, 寿命, 燃費等の点で最も有利な出力のことで

す。

従って、作業機とセットする時は、この連続定格出力以下の負荷で連続使用できるよう設計

してください。

3)最大 トルク及び最大出力時の燃料消費率

最大 トルクとは軸出力のことであくまでも最大出力と比例するとはかぎりません。

燃料消費率とは,連続定格出力時において 1時間 1馬力当りの量をグラムで表しておりま

す。
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Kw     (PS}

E C06D・ B形 標準性能曲線

( )内はB形 を示す {贈_m} N・ m

2000        3000       4000       5000

(800)       (1200)     (1600)     (2000'
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Kw    (Ps}

E C08D.B形 標準性能曲線

( )内 はB形 を示す {贈_m}  N・ m

2000     3000      4000      5000

(800)    (1200)   (1600)   (2000)

回転 数 (r.0.m)

0.5(1.25) ―

0.4(1.0)  ―

0.3(0.75) ―

49(12.26)ト

39(9.8) ル

2.9(7.35)ク

22 3.0

2.0

1.0

出

　

力

1.47

0,74

最大 トルク

ヽ
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3.特   長

1)小型,軽量,低速でねばりのある安定した高出カエンジンです。

2)構造が極めて簡単で故障がなく取扱いは全 く容易です。

3)ラ イナー入リアルミシリンダを採用した静粛なエンジンです。 (E C06のみ)

4)TCIユ ニットを取付けるだけで電子点火エンジンになります。

5)耐久性に優れ,長時間の過酷な運転に耐えられます。

グラングピン, ビス トン軸受にニー ドルベアリングを使用しておりますので重負荷高速回転

にも十分耐えます。

6)傾斜運転に強 く気化器のエアーベントより燃料があ
=ゝ

れるまで運転可能です。

7)リ コイルスタータの常装により始動が容易です。

8)汎用性が大です。

直結, 減速形のエンジンがあり, 出力軸の寸法, 形状も標準形以外に各種用意してありま

す。

9)オ ールスピー ドガバナが取付けてありますので,あ らゆるエンジン回転でガバナが作動しま

す。

調節 レバーを動かすだけで任意の 回転数が得 られ, 負荷が変ってもその 回転は変わりませ

ス ン o
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点火プラグキャップ

点火プラグ

ビス トン

コネクテ ィングロッ ド

クランクシャフ ト

軸 方 向 断 面 図

燃ボ斗タンク

ィグニッション

コイル

フライホイール

リコイル

スター タ
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軸 直 角 断 面 図

エアーク リーナ

クランクケース
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4. 主 要 構 造

クランクケース関係

クラングケース関係はアルミダイカス ト製で,軽量にできています。

又,グ ランクケースは形式別に下記のように分割されています。

前,後 グラングケースは 4本のボル トで組立てられ,それぞれベアリングを有し,ク ランク

軸を支えます。 (直結形,減速形共)

前 ク フ ングケース後クランクケース 減速室本体 ケース蓋

B 形 D形のもの B形専用 な し B形専用

D 形 同   上 D形のもの な し な し

直結形 D形の後グランクケースはガバナ室を形成し,ケ ース蓋が取付けられます。ケー

ス蓋はベアリングを有し,グ ラング軸を支えますので,グ ラング軸は計 3コ のベ

アリングで支えられることになります。

減速形 B形は後グランクケースが減速歯車室の一部を形成し,減速軸の一端を支えるベ

アリングを有します。又,ケ ース蓋は 2コ のベアリングを有し一方はグラング軸

を,他方は減速軸を支えます。

主運動部関係

(1)グ ランク刺,ロ ッド完結

クランク軸は前、後クランク軸とクランクピンに分けられます。 (マグネ ト側を前、出力

軸側を後 )

ヽ

ノ

ヽ
ノ

０
‘
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ビストンサング

前ク1タン|ク車由

グランク軸は, クロムモリブデン鋼 (前)と 炭素鋼製 (後 )

リブデン鋼製で硬度を上げ精密仕上げしています。

で,ク ランクピンは クロムモ

接棒|(●,ド )

夕妻シ″軸

轟 蜻藻
Fig 4-2-1

ロッ ドはクロムモ リブデン鋼の鍛造品で,大,小端共にニー ドルベアリングを使用 してお

り油溝があけてあり,潤滑をよくして焼付,摩耗をしないよう設計されております。

前,後 クラング軸はニー ドルペアリング,ロ ッ ドをグラングピンに入れクラングアーム部

に特殊治具を用いて,グ ランク軸心を合せて圧入 してありますので一般には分解で きませ

ん。

※従 って部品交換を行なう場合には,この完結の状態で交換 しなければなりません。

ビ ス ト ン

ピス トンは耐熱性の良いアルミ合金で精密鋳造され,熱変形による焼付きと,打音を防止

するため楕円形に精密加工されております。そしてロッド小端部にビス トンピン,ニ ー ド

ルベアリングを介して取付けられます。

また上部には圧縮 リング 2本の溝があり, リングが運転中に廻ってシリンダポー トを傷つ

けたり, リング折損が発生しないように,位置決めのノックが打込んであります。頂点に

はM印が打刻してありますので,こ れをマグネ ト側にして組立てます。

シリンダ (ラ イナ)

シリンダは熱伝導性の良い、アルミダイキャスト製で精密鋳造され11枚のフィンにより完全

な冷却を行っています。

さらにシリンダ内面は耐摩耗性の大きい特殊鋳鉄製ライナを鋳込んで有ります。吸気口およ

び排気日は各 1コ 、掃気回は 2コ 計 4コ のポー トが性能を最大に発揮するような位置と大きさ

3)
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シリングー

シリンダ
パッキン

Fig 4-3-1

で配列されており,ま たピス トンの摩耗を少なくする為内面は研摩加工が施されています。

燃焼室 |ま 半球形で上部には点火プラグ取付用のネジがあけられています。

下部にはフランジがあり,グ ラングケースの 6″移植込ボル ト4本で取付けます。

4)ガバナ関係

ガバナは下図の如き部品で構成されておりますが,このように重錘の遠心力を利用したガバ

ナのことを遠心重錘式ガバナと呼んでおります。

重錘スリーブ,お よび調速機腕はグラングケース内部にあって混合油 (燃料)で潤滑されて

おります。エンジンの回転が上下しますと,ク ラング軸に固定された錘重はその開き角度を

変え,ス リープを動かし,調速機腕を介して レバー軸に回転を与えます。

レバー軸の一部はクランクケース外部に出ていて,これに調速機 レバーが取付けられ連結拝

鮮,彗藩蓄:

襟餞螢繊彗鶉締,喜:薦:絆

躙

-10-



を介して気化器のスロットルレバーと連結され,ス ロッ トルレバーを開閉してエンジンの回

転数と出力を変化させます。

即ち,回転数が上ろうとする時は,気化器のスロットルバルプは閉じ,燃料供給を少なくし

て回転速度と出力を低下させ,回転数が下がろうとする時は,気化器のスロットルバルプを

開き燃料供給を多 くし,回転速度と出力を調和させます。

以上のようにガバナは負荷が変動しても使用者が選定した回転数で定速度運転ができるよう

になっています。 (ガバナ装置は後クランク軸に装着してあります。)

5)冷 却 装 置

(1)フ ァンカ バ ー

エンジン各部を冷去口するために冷却風を効率よくシリングに送るよう設計された,ア ルミ

ダイキャス ト製で 4本のネジによリグラングケースに取付けられます。

芦青警響

Fig 4-5-1

導風ゴム

ファンカバーとは別に冷却風をシリンダに導風する目的で設計されたゴム製のものです。

そしてクランクケースとファンカパーのノックにて取付けられます。

尚左回転,右回転により夫々取付け個所が異なります。 (組立要領参照)

冷 却 フ ァ ン

ファンはフライホイールマグネ トと一体になった遠心ファンで左回転、右回転により夫々

区別されています。

フランカ′ヾ■4要)
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6)始 動 装 置

(1)リ コイルスタータ

リコイルスタータは標準仕様 として装着されてい ます。

起動プーリ、リコイルスタータ共左回転、右回転により夫々区別されています。

7)燃 料 関 係

(1)燃料タンク

燃料タンクは板金製 1.5ι 入 りでシリンダ側ボル ト6 EIII1 2本 と、ファンカバー側 6 nll1 2本

計 4本のボル トで取付けられています。

又,燃料タンクには,燃料 コックが取付けられており,こ こで燃料中のゴミや水分を除去

し,燃料パイプを通 じ, 気化器に清浄な 燃料だけを送 り込むよう考慮が払われてお りま

す。

(2)エ アークリーナ

半湿式で内部にオイルで湿ったエ レメントが入っており,エ ンジンに吸入される空気中の

塵埃を付着させされいな空気を気化器に送ります。

4-7-1

(3)気 化 器

① 燃料タンクの燃料は重力により燃料コックを通って,先ずフロー トチャンバーヘ入りま

す。 フロー トチャンバーはニー ドルバルプの 働きでエンジン回転中は油面を一定に保

ち,停止した時は燃料の流れを自動的に断つ仕組になっています。

② スロットルバルプは調整 レパーで操作され空気と燃料の混合気の量を加減して,エ ンジ

ンの出力を調整します。そしてスロットルバルプの開度の如何にかかわらず,混合気の

犠レダン171が■1尋1■
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濃さ,即ち空気と燃料の割合は,自動的に最も理想的な状態になるよう調節されます。

③ チョークパルブはチョークレパーで開閉され,閉にすれば,混合気は最も濃厚になり開

いてくるにつれて薄 くなる構造になっています。

8)電装品関係

(1)マ グネト

マグネトは左回転、右回転STD、 右回転発々の3種に区別されています。

びマークにて表示して有ります。

・左回転は ― 印

・右回転STDは がヽ 印及びFマ ーク    1■ |■11■111■:■■■■■■■|

識別は矢印及

・右回転発々は がヽ 印及びGマーク

マグネ トは大別して

①  イグニッションコイル

高圧コイル (電子点火と共用です)

②

 I『3:3び コンデンサを有する。     暴

③  フライホイール             ::幸
アルミダイキャス ト製で中に磁鋼が鋳

込まれており,コ イルの内側を回転し

甜
i■■■

|■ |■lti

:|:i111

■|

‖椰
Fig 4-8-1

て電力を誘起させます。又,エ ンジンの回転を滑らかにする働きをすると同時に,外周

につけられた羽根でエンジンを冷却する働きも兼ねております。 (電子点火とフライホ

イールは共用です)

(2)そ の他の電装品

マグネト以外に点火プラグ、点火プラグキャップ、ストップボタン等があります。点火プ

ラグはEC06-NGKB6HS、 EC08-NGKB7HSを 使用します。

一-13-一



減 速 装 置

E C06B,E C08B形エンジンには,後 グラングケースに減速宝が取付けてあり,はすば歯

車によって出力軸はクランク軸の 1/2.5に減速されます。出力軸回転方向は出力軸側から見

て左です。減速装置は潤滑油で潤滑され,使用オイツレはモービル油SAE♯ 30で す。

Fig 4-9-1

5.艤 装

艤装の方法はエンジンの寿命,保守点検の難易,点検修理の回数,運転経費等に影響します。

エンジン艤装の際は下記事項を参考に艤装方法を十分検討してください。

ｎ
υ

据 付 け

エンジン据付の際,取付位置 ,

てください。

特に取付位置を決定する場合 ,

グ,断続器の点検,エ アークリ

さい。

作業機との結合方法,基礎又は支持の方法に十分考慮を払っ

エンジン取付でガソリン, オイルの補給, 点検, 点火プラ

ーナの保守,オ イルの排出等が容易に出来るようにして くだ

2)換   気

エンジンは冷却用および燃料を燃焼させるために、清浄な空気を供給する必要があります。

エンジンにボンネットをかぶせたり、小室内でエンジンを運転する場合、エンジンルームが

高温になるとベーパーロック、ォイルの劣化、オイル消費の増加、出力低下、焼付、エンジ
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ン寿命の低下等の原因となり、正常な運転ができなくなりますので、エンジンの冷却に使用

された加熱空気の再循環や、作業機械の温度上昇を防止するために冷却風を導くダクトや遮

風板を設ける必要があります。

エンジンルームの温度は真夏でも50° 以下におさえ、熱気がこもらないよう配慮してくださ

い 。

3)排 気 装 置

排気ガスは有毒です,屋内でエンジンを運転する場合,排気ガスは必ず屋外に出すようにし

て ください。この場合排気管長が長 くなりますと抵抗が増し,エ ンジン出力が低下しますの

で,排気管の長さが長 くなるに従ってパイプの内径を大きくしてください。

エキゾース トパイプ長さ   3″ 以下   パイプ内径 30〃 〃

ク                5″ Z //           ク     33″ ″

※エキゾース トパイプ,マ フラ等へは安全カバーを装着してください。

4)燃 料 系 統

艤装上燃料タンクをエンジンから取 りはずして使用する場合,燃料タングの底面と気化器の

燃料ジョイン トの高さは 5θ″から50θπの間になるようセットしてください。燃料タンタの高

さが低いと燃料の供給が行われなく,又,高すぎると気化器のオーバーフローを起す原因と

なりますので注意してください。

又,排管に際してはエアーロックやベーパーロックを起さぬよう,伝熱,大さ,曲 り,継 目

の漏れ等に注意し,配管の長さは出来るだけ短 くしてください。

5)被駆動機との連結

(1)ベル ト駆動

下記事項に注意してください。  
‐

,平ベル トよりVベル トの方が望ましい。

・ エンジンと被駆動機のシャフ トはおたがいに平行である事。

・ エンジン及び被駆動機のプーリは一列である事。

・ エンジンプーリはエンジン出力軸のI同付部に必ず接して取付けること。

・ もし可能ならベル トを水平に作動させる方が良い。

・始動時に負荷を遮断させる事。

※グラッチが使用されない時は,ベル ト緊張遊動輪等を使用してください。

(2)フ レキシブルカップリング

フレキシブルカップリングを使用する時は,被駆動シャフ トとエンジンシャフ トの芯ぶれ,
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曲げ角度を最少に押える事。

この許容値はカップリングメーカーの指示によってください。

配   線

配線は下記配線図の通りです。

(1)ポ イント式

(2)電子点火 (To C.I)

コネクター 停止ボタン
点
火
プ

ラ
グ

コンデンサ

停止ボタン

マグネ ト
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6.分 解及び組立

1)準備及び注意事項

(1)分解の際はどこにどの部品がどのようについていたかを良く覚え,組立の時間違いのない

ように注意してください。まぎらわしいものは荷札に書きこんで結びつけておくと間違う

ことがありません。

分解時には数種のグループの部品を一諸に収める箱を用意すると便利です。

分解時したボル ト,ナ ット類は可能な限 り,元の位置に仮結合しておけば紛失や誤組の恐

れがありません。

分解した部品は丁寧に取扱い,洗油で洗浄して ください。

正しい工具を正しく使用してください。

2)分解組立用の特殊工具

No. 工 具 番 号 工 具 名 称 内 容 備 考

1 2099500407

フライホイールプー

フ

(ボ ル ト付)

フライホイール引抜用

EC10,13,14,18,25,27,33,

44

E C05,07,10,17,37共 通

2 M-20248 タイ ミングテスタ 点火時期調整用 ポイント点火全機種共通
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3)分 解 順 序

(1)E C06D.08D

分 解 箇 所 主 な る 分 解 要 領 注 意 事 項 工
■

、

1 エアー クリーナ (1)キ ャッチ 2箇 所 を外 しカバ

ー,エ レメン ト,底 板 を と

る。

5φ ×10%ボルト 2ケ 8%ス′くナ

2 燃料タンク関係 (1)燃料コシ器と気化器間のパイ

プを気化器側で外す。

(2)タ ンク取付ボルトをファンカ

バー及びシリンダヘッドより

タトす。

6φ ×16%ボ ルト 2ケ
6φ ×18,‰ボルト 2ケ

特殊座金有 り

先に高圧コー ド先端より

プラグキャップを外して

おく。

10%ボ ックススパナ

3 気化器及びガバ

ナー関係

(1)気化器をシリンダから外す。

6φ座付ナット 2ケ
(2)ガ バナレバーを外す。

6φ ナットを弛めるだけ

(3)ス ピー ドコントロールレバー

の取 り外 し。

クリップ及び蝶ナットを外す。

ガバナロッド, ロッドス

プリング,ガ バナスプリ

ングの掛け位置に注意。

10%ス パナ

○ /」 ドヽライバ

4 リコイルスター

タ

リコイルスタータをファンカバー

から外す。

6φ ×10%ボ ル ト 3ケ 10%ボ ックススパナ

5 フ ァンカバー及

びヘッドカバー

(1)ス トップボタン用接続線をコ

ネクター部よリタトす。

(2)フ ァンカバーを前グラングケ

ースより外す。

6φ ×20%ボル ト 4ケ
(3)ヘ ッドカバーを前クランクケ

ースより抜 き取る。
10%ボ ックススパナ

6 マフラカバー及

びマフラ

(1)マ フラよリマフラカバーを外

す。

6φ ×10%ボ ル ト 4ケ
(2)マ フラをシリンダーより外す。

6φナット 2ケ 10%ス パナ

7 始動プー リ (1)始動プーリをフライホイール

からタトす。

6φ ×16ボ ルト 2ケ
14φナット    1ケ

フライホイールのフィン

に ドライバー等を入れな

い事。 10%

8 フライホイール (1)ク ランク軸よリフライホイー

ルを外す。

プーラー使用 プーラー (特殊工具)
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順序 分 解 箇 所 主 な る 分 解 要 領 注 思 事 項 工 具

9 マグネト関係 (1)キ ーを外す。

(2)コ ンデンサをタトす。

4φスクリュー 1ケ
(3)ポ イントカバーをタトす。

4φ スクリュー 2ケ
(4)ポ イントを外す。

4φ スクリュー 4ケ
(5)イ グニッンョンコイルをタトす。

5φ スタリュー 2ケ

① ドライバー

10 点火プラグ (1)点火プラグを外す。 21%ボ ックススパナ

シ リンダ (1)ク ラングケースより外す。

6φ ナット 4ケ 10%ス パナ

12 ビス トン (1)ビス トンピンクリップを両端

共外す。

(2)ビ ス トンピンを抜 き,小端部

から外せばビス トンとニー ド

ルペアリングが外れます。

プラスチ ックハンマー

軟鉄棒

13 エ ンジ ンベー ス (1)ク ランクケースよリエンジン

ベースを外す。

8φ ×20%ボ ルト 4ケ
12%ボ ックススパナ

14 グランクケー ス (1)前ケース,後ケースに分割し

クランク軸から外す。

6φ ×45%ボ ル ト 4ケ

内部にガバナ装置有り

10%ボ ックススパナ

15 クランク軸 ロッ

ドAssy

治具なしでは再組立てが

不可能ですから分解をせ

ず Assyで扱って下さい。

(2)E C06B,E C08B

B形はD形に対 して下記のみ異なります。

1贋序 分 解 箇 所 主 な る 分 解 要 領 注 意 事 項 工 具

1 減速機室蓋 (1)後 グランクケースよリドレン

プラグを外 しオイルを抜 く。

(2)減速室蓋を外す。

6φ ×55%ボル ト 6ケ
14%ボ ックススバナ

10%ボ ックススパナ

2 遠心 グラッチ (1)リ ダクションピニオン締付ナ

ットを外す。

12%ナ ット 1ケ
(2)半月キーを外す。

(3)遠心クラッチを外す。

遠心クラッチはクランク

シャフ トを軽 く口「 いて外

す。

17%ボ ックススパナ

鉄ハンマー

アル ミ棒
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4)組 立 要 領

(1)組立作業上の注意事項

① 各部品は十分に清掃 し,特にビス トン,シ リング,各ベアリング等は注意する。

② シリンダヘッド及びビス トン頭部に付着しているカーボンは完全に除去し特にビス トン

リング溝に附着 したカーボンは注意して除去する。

③ 各オイルシールリップ部の傷の有無を点検 し,傷のある物は交換する。又,組立時は リ

ップ部にオイルを塗布する。

① ガスケット類は新品と交換する。

⑤ キー,ピ ン,ボ ル ト,ナ ット類は必要に応じて新品と交換をする。

⑥  トルク規制のある部分は規定の締付けトルクで締付けるようにする。

④ 組立時は回転部及び櫂動部にオイルを塗布する。

③ 必要に応じて各部のグリアランスの点検及び調整を実施 した後に組立てをする。

③ 組立中,主要部を組付けたら,その都度手廻しをして重さや音に注意する。

(2)組立作業上の注意事項

① クランク軸をグラングケースに組込む

注)後 グランクケースを作業台に安定して設置し,グ ラング軸をグランクケースペアリン

グに組込み,メ ーンベアリングが軽 く廻るかどうか,又 ,オ イルシールの リップがそ

り返っていないかどうか確め,ベ アリングに適当量注油してください。

② グラングケースの組合せ

注)前後クランクケース合せ面の油分を完全に拭き取ってからシルダー (シ ールエンド社

製)を 塗布しプラスチックハンマーで平均に軽 くたたきグラングケースを手早 く締付

けてください。

締付ボル ト  6φ ×45″ ″  スプリング,平座金使用

注)締付 トルク 10.79N―m(110±節kg‐cm)

③ コネクチングロッド小端部にビス トンを組付ける

注)ニ ー ドルベアリングに注油しロッド小端部に嵌込み,ピ ス トン頭部のMマ ークをマグ

ネ トー側に合せてかぶせる。

注)ビ ス トンピンにモビール油を塗布しプラスチックハンマーで軽 く打込んでください。

注)ピ ス トンピンクリップを組付ける。

① シリンダの組付け

注)シ リンダを組付ける前に,必ずコネクチングロッド大端部ニー ドルベアリングに注油

してください。
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注)シ リンダパッキンを新品と交換し,シ リンダ,ビ ス トンリングにオイルを塗布し,ビ

ス トンリング及びシリンダの位置方向に注意しシリンダを組付ける。

⑤ シリンダの締付け

注)ナ ッ トを仮締めしてクラング軸をから廻ししてからナットを締付ける。

注)締付 トルク 10.79N―m(110± 10kg―cm) スプリング、平座金使用

③ 点火プラグの締付け

注)点火プラグをシリンダヘッドに組付ける。

注)締付 トルク 26.97N―m(275± 25kg―cln)

④ 点火コイルの組付け

注)高圧コー ドを上にして仮組付ける。

③ 断続器,コ ンデンサの組付け

注)コ ー ドはコンデンサの下を通じグランクケースの所定の穴に通す。更にコー ドについ

ているグロメットをケースに差込みコンデンサを組付ける。

注)断続器接点の隙間は0.35± 05nmlで すから、断続器接点調整スクリュで調整してくださ

い。又、点火時期は上死点前23° ±2・ (フ ライホイールのFマークとクランク

ケース合せマークと合せる)です。

① ポイントカパーの組付け

注)ポ イントとコンデンサを結ぶ線を,グ ランクケースの溝にはさみポイントカバーを組

付ける。 (溝に入っていないと線を潰す)

注)フ ライホイール (マ グネト)を締付ける前にフライホイールを手廻して高圧線から火

花が出るかどうか確認してください。

クランクケース溝

コンデンサ用 リー ド線

1次線

この部分にて 1次線を 1巻 この部分 ではコンデンサ

X

した後A方向に引張ること
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⑩ フライホイール (マグネト)の組付け

平ワッシャとスプリングワッシャをはめ,ナ ットを締めてフライホイールをグランク軸

に装着する。

注)テ ーパー面はオイル等を確実に拭 く。

注)締付 トルク 39.22N―m(400± 20kg―cln)

① 点火コイルの組付け

サーチャーでエアギャップをとり点火コイルを締付ける。

注)エ アギャップ  o.5± 0。 1″ ″

注)締付 トルク 4。9N―m(m± 5kg―cm) スプリング、平座金使用

⑫ 起動プーリーの組付け

ボル トでフライホイールに締付ける。

注)締付 トルク 8.83N‐m(90± 10kg―cm)

① ファンカバー,グ ロメッ トの組付け

グロメットを高圧線に通し,導風ゴムをファンカバーに組付ける。

グロメットをファンカバーの溝に通し導風ゴムの先がクラングケースの円ポスに合せて

ボル トでファンカバーをグラン

グケースに締付ける。

注)フ ァンカバー組付時導風ゴム

が落ちない様に。

注)D.B形 とも前 グランクケー

ス刻印に注意の上組付けの事。

注)D形はマグネトの右側に組付

セす。

注)B形はマグネトの左側に組付

け。

注)締付 トルク 8.83N―m(90± 10kg‐ cIIl)

⑭ シリンダカバーの組付け

シリンダカバー先端の差し込み

部をグラングケースの所定の溝

に差し込みシリングに組付ける。

注)シ リンダカバーの差し込み部

は両側を差し込む事。

D形 B形

クランク

ケース溝

クランクケース

刻EP(ケ ース)

ンダカバー爪
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⑮ 気化器を組付ける。

注)気化器を取付ける前に断熱板のパッキンを新品と交換しナットで締付けます。

注)締付 トルク 7.85N‐m(80± 10kg― cal)

注)ガバナ組付はガバナ関係の項を参照

① マフラ及びマフラカバーを組付ける。

注)ガ スケットを新品と交換し,シ リンダに締付ける。

注)締付 トルク 7.85N‐m(80± 10kg‐ cm)

⑭ 燃料タンクを組付ける。

注)シ リンダカバーと共締めをする。

注)締付 トルク 7.85N‐m(80± 10kg― clll)

7.マグネ トについて

1)マグネト

点火方式はマグネト式を使用しています。

マグネトの構成部分はフライホイール、点火コイル、断続器アッセンブリ (コ ンデンサを含

む)でフライホイールはクランク軸に、点火コイル、断続器アッセンブリ、断続器カバーは

クランクケースに直接組付けてあります。

2)断続器接点の調整

断続器接点はフライホイールの内側にあり,グ ラングケースに直接組付けてあります。

接点の点検は1シ ーズンに 2回或は点火プラグの人花が弱くなった時,行 ってください。

接点面が荒れている時は修正が必要であり,接点間隙は正規の間隙 (0。 35± 0.05〃 笏)に調

整してください。

正規の接点間隙は接点が一番開いた時に0.35″ ″であり,点火時期 23° はこの接点間隙で規

制されるので,タ イミングテスタで正確な点人時期を出してください。

接点間隙を調整するには,エ ンジンから燃料タング,フ ァンカバー起動プーリ,フ ライホイ

ールを取りはずし次の手順で行います。

(1)グ ラングケースから断続器カバーをはずします。
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(2)断続器のカーボン等附着物を取 り♯400位のサンドベーパーで接点面を平滑にし布等で汚

れを拭き取る。

(3)ク ランク軸をまわして断続器アームがクランク軸の断続器カムの最も高い所に来るように

します。即ちこの時接点間隙は最大となります。 (0.351nnl)

(4)断続器の締付けネジを接点が動かせる程度にゆるめます。

(5)0。 35″ 〃の隙見ゲージを接点の間に入れます。

(6)調整子に ドライバーを当て正規の間隙を得るまで断続器を動かして接点を開閉しながら調

整します。

ω 断続器の締付けネジをしっかりと締付け,接点間隙を再チェックします。

(8)接点面に8～ 1011m巾 の白紙 (荷札等)をはさみ、油、ゴミ等を除去します。

(9).調整後飛火を確認してから断続器カバー,フ ライホイール起動プーリ,フ ァンカバー燃料

タングを組付けます。

3)点火時期の合せ方

点火時期は上死点前23° で断続器接点の間隙によって規制出来ます。即ち、正確なタイミン

グは “断続器接点の調整"の要領により断続器接点間隙を0.35nlnにセットすることで合せる

ことができます。

尚,タ イミングテスタを使用すれば更に正確で適切な点火時期を合せることが出来ます。

点火時期を合せるためグランクケース右横に合せマーク,フ ライホイール羽根の間にFマ ー

クとスリットがあります。

タイミングテスタを使用しての点火時期確認は下記によります。

(1)ス トップポタンとコイルの一次線をきりはなします。

(2)エ ンジンから燃料タンク,フ ァンカバーを取りはずします。

(3)タ イミングテスタの リー ドフイヤの一方を一次線に,も う一方をグランクケースにアース

します。

接点が開いている時は発音し,閉 じている時消音します。

―-24-―



次にゅっくりとフライホイールを正規回転方向{B彩 1鍍諄事男向}に
まわし音が発した所

で直ちに停止し,フ ライホイールのFマークスリットとクラングケースの矢印とが一致 し

ているかどうか確認 します。

一致していれば正規の点火時期に合っていることを示します。

(5)一致 しない場合は,フ ライホイールをはずし断続器接点の調整に示した要領にて接点間隙

を調整し3～ 4項の操作を行い点火時期を合せます。

調整後燃料タング,フ ァンカパーをエンジンに組付け,一次線をス トップボタンに接続し

ます。

4)マグネ トの点検

エンジンが始動しなかったり、或は始動困難であつたり、又、正しく回らない時マグネ トの

欠陥があるかどうか、次の要領でテス トをします。

(1)高圧線が損傷して短絡していないかよく注意してチェッグします。

(2)火花をチェックします。

① シリンダヘッドから点火プラグをはずし高圧線に接続し,シ リンダヘッド等にアースさ

せる (点火プラグの電極間隙は0.6～ 0。 7″ 〃です)

②  リコイルスタータを引いてエンジンを数回回転させて,点火プラグの火花が強いか弱い

か又は出ないか点検します。 (接点式は一次線をコネクター部よりはずしておく)

断続器接点

合わせマーク

器取付 ビス クランクケース

(断続接点調整子)

フライホィール
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③ 次に点火プラグとプラグキャップをはずし高圧線の先端から火花が飛ぶかチェックしま

す。

断続器接点の清掃,又は調整が必要かどうかチェックします。もしも汚損,酸化があれば

断続器を修正又は交換します。 (コ ンデンサ交換の場合もあります)

火花が飛ばない時は,点火コイルをコイルテスタ等で測定し不良の場合は交換します。

8.ガ バナ調整

ガバナは遠心重錘式で、クランク軸に取付けてあリレバー装置によって気化器のスロットルバ

ルプを自動的に調整するので負荷の変動にかかわらず、回転数を一定に保つことができます。

(1)気化器スロットルレバーとガバナレバーを連結拝とスプリングで結合し,ガ バナ レバーを,

ガバナシャフトに組付けます。

回転調整 レバーをグラングケースに組付けます。

ガバナンバーと回転調整 レバーをガバナスプリングで結合します。

回転調整 レバーを時計方向 (高速側)に まわし,気化器のスロットルバルプが全開になるの

を確認 し蝶ナットで固定します。

※索引きの場合はスロットルバルレバーを高速側にまわします。

ガバナシャフ トの溝に ドライバーをさし込み,反時計方向に一杯にまわし (ガ バナシャフ ト

が動かなくなるまで)ガ バナンバーの締付ナットでガバナ レバーとガバナシャフ トを固定し

ます。



9・ 気化器につい て

1)機能及び構造

(1)フ ロー ト系統

フロートチャンバは気化器本体の真下に設けてあリフロート (F)とニードルバルブ

(N.V)の働きでエンジン運転中の油面を一定の高さに保つ機能です。

燃料はタンクからニー ドルバルブ (N.V)を経てフロー トチャンバに流れ込み、一定量

の燃料が溜ると、フロー ト (F)が浮き上り、その浮力により、ニードルバルブ (N.V)

が遮断され基準油面になるようになっています。

(2)パ イロット系統

アイドリングから低速運転時迄の燃料供給を行います。

燃料はメーンジェット (M.」 )を通 リパイロットジェット(PoJ)で計量され,パ イロ

ットエアージェット (P.A.J)で計量された空気と混合しパイロットスクリュ (PoS)
で調整されパイロットアウトレット(P.0),パ イパス (B.P)よ リエンジンに供給さ

れるようになっています。

アイドリング時の燃料は主にパイロットアウトレット (P.0)よ り供給されます。

(3)メ ーン系統

中高速運転の燃料供給を行います。

燃料はメーンジェット (M.」 )で計量されメーンノズル (Mo N)に 流れます。

メーンエアジェット (M.A.J)で計量された空気はメーンノズル (M.N)の プリー ド

穴より燃料内に混入し霧状となってメーンポアに噴出し,エ アークリーナを経て吸入され

た空気と再度合い最適な濃度の混合気となってエンジンに供給されます。

(4)チ ョ‐ク系統

寒冷時のエンジン始動を容易にする機能です。

チョーク (C)を 閉めエンジンを始動するとメーンノズル (Mo N)に加わる負圧が増大

し多量の燃料を吸引し始動を容易にします。
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燃 料 系 統  図

パ イロッ トジェッ ト

芦・7

パ イ ロッ ト___
アウ トレッ ト

チョークバルブ

バイパス

スロッ トル レバー

フ ロー ト

フ ロー ト

チ ャンバーボデー

メー ンノズル

トホルダー (ド レン兼用 )

―一―> 空 気

―
燃 料

ス ロッ トノウレフ

メー ンジェッ ト

パイ ロッ ト

ェアー ジ ェッ ト

ニードルバルブ

燃料入 口

ン :E ン`

押
一三
〕、
、
ヽ

燃料入 口

ン

チ ョー クレノ`一

気化器の仕様 (S.T.D)

気 化 器 型 式 B V18-15

部 品 番 号 E C06A-0303

メ ー ン ジ ェ ッ ト ♯ 80

パイロッ トジェッ ト♯ 40

パイロットスクリュの戻 し 1回転
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2)分解及び再組立 (Fig 9-2-1参照)

気化器は機械的故障は別として不調の大半は混合気の濃度が狂った時に起ります。混合気の

狂う原因の大半はジェット類空気通路、燃料通路のつまり、燃料レベルの変動等が起因しま

す。機能を完全に発揮させる為には空気、燃料が正常に流れるよう常に清潔に保つ必要があ

ります。

次に分解,組立要領を記します。

(1)ス ロットル系統

① クロススクリュ (26)を取 りはずしスロットルバルプ (24)を 外しスロットルシャフ ト

(23)を抜きとります。

② スロットルス トップスクリュ (28)を取 りはずすとスプリング 00)が外れます。

スロットルバルプは,パ ルプの外周が傷つかぬよう注意して ください。

(2)チ ョー タ系統

① クロススクリュ (29)を取りはずし, チョークパルプ (18)を 外しチョークシャフト

(19)を抜きとります。

(3)パ イロット系統

① パイロットジェット(22)を 外します。この時傷をつけないよう適合した工具を使用し

てください。

② パイロットスクリュ (25)を 外し,ス プリング (20)を 外します。

③ 再組立

・ パイロットジェットは確実に締付けないと,燃料がリークしてエンジン不調の原因とな

りますのでしっかり締付けてください。

・ パイロットスクリュのテーパー部が変形 (つぶれている)している時は新品と交換して

ください。又あまり強 く締付けないでください。

(4)メ ーン系統

① メーンジェットホルダー (12)を 外してフロー トチャンパポデー (9)を 取りはずしま

す。

② メーンジェットホルダー (12)か らメーンジェット (10)を 外します。

③ 気化器ボデーからメーンノズル (7)を 外します。

④ 再組立

0メ ーンジェットはメーンジェットホルダーに確実に締付けてください。

確実に締付けないと燃料が濃過ぎてエンジン不調の原因となります。

・メーンジェットホルダー締付けトルクは7.35N―m(75± 5kg―cm)です。
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(5)フ ロー ト系統

① フロー トピン (6)を 抜いてニー ドルバルブ (4)を 外します。

② 再組立

・ ニー ドルルバプを交換する時は必ずバルプシー トと一緒に交換してください。

注)ジ ェット類を清掃する時は, ドリルや針金等を使用しないでください。燃料の流れに影

響を与えるオリフィスを傷つける恐れがあるからです。

必ず圧さく空気を使用してください。

20

2:

2

3

4

5

7

0

Fig 9-2-1

０

　

　

‥

　

　

２

3)調   整

(1)パ イロッ

す。

トスクリュは一度全閉 (完全に締込む)
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・ パイロットスクリュを全閉にする時強 く締付けないで ください。先端のユー ドル部が損

傷する恐れがあります。

(1)ス ロットルス トップスクリュを時計方向にまわし,正規アイドリング回転数1600rpmにセ

ットします。

回転数が1600rpm以上の場合は反時計方向にまわして調整します。

(3)最終的な調整はエンジンが通常の運転,温度にあり,正規のエアークリーナを装着した状

態で行います。
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10。 ロビン電子点火エンジンについて

1)特   長

ECシ リーズ (E C03,04を 除 く)はToC.I方式 (TRANSISTER,CONTROL,IGN―

ITION)の電子点火装置を装備した「電子点火エンジン」があります。

この電子点火エンジンは従来の接点 (ポ イント)式の欠点と云われてきた,接点の汚損や焼

損,長期保管中の酸化,機械的部分の摩耗による点火不良を一掃し,メ ンテナンス不要,適

性放電の維持,水分,油 ,塵,湿気等の悪影響を受けない等の特長があります。

2)ToC.Iの 基本原理

T.C.I方式は、点火コイルとT.C.Iユニットから成り立ち基本原理は次のようになります。

フライホイールの回転によリー次コイルに電流が発生し, トランジスタのベースに電流①が

流れます。これによリトランジスターは導通状態になり増幅された大電流 (IC)が流れま

す。フライホイールの回転が進み,S,CoRのゲー ト電圧に達しますと,So CoRが OFF

からON状態になり, トランジスターのベースに流れていた電流はすべてS.CoRを 通る電

流となり電流 ICは急激に遮断されます。

この急激な電流変化により二次コイルに高電圧を発生させます。

3)チ ェック要領

電子点人の構成部品は完全にパッケージされているため トラブルの可能性は極少ですが点火

不良等の トラブルが発生した場合は次のチェックをして ください。

(1)点火コイルのテス トは従来のポイン ト式と同様にコイルテスター等で点検します。

(2)T.C.Iユ ニット部のチェックはロビン専用チェッカーを使用して行います。

点
火
プ
ラ
グ

ダ

イ
オ
ー

ド

点火コイル

二
次
側

コ
イ
ル

ト

ラ

ン
ジ

ス
タ

ー

一
次
側

コ
イ
ル
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11.点 検,修 正

分解清掃後は修正基準表に基づいて点検修正を行ってください。

修正基準表はエンジンを修理する場合に適用されるもので,修理業務に当っては熟知を要する

重要なものです。修正基準を守り正しい整備を行って ください。

以下,修正基準表に使っている用語の説明をします。

1)修   正

修正とはエンジン各部に対 して行う修理,調整または部品の交換をいいます。

2)修 正 限 度

修正限度とはエンジン各部の摩耗もしくは破損,ま たは機能の減退のためにその部品に修正

を加えなければ,使用上支障をきたすと考えられる限度をいいます。

3)使 用 限 度

使用限度とは性能上または強度上から,これ以上使用できない限度をいいます。

4)標 準 寸 法

標準寸法とは,新品各部の設計寸法の許容差を除いたまのをいいます。

5)修 正 精 度

修正精度とは, エンジン各部の 修正を行った時, 仕上りの精度または調整の精度をいいま

す。
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E C06形エンジン修正基準一覧表

整 備 項 目 標準寸法 修正精度 修正限展 使用限農 備   考 用 具 修正要領
シ
リ

ン
ダ

内  径 44φ 0.016-0 0.08 0.65
召動部の最大
肇少内径の平
均

シリンダゲージ 交換

ピ

ス

ト

ン

タト    4監 43.96φ +0
～ -0.0, -0.05 -0.05 最大最少外径

の平均
マイ ク ロメー ク 交換

ピ ン 穴 12φ 0-+0.01 0.03 0.03 最大円径 を浪|

る シリンダゲージ 交換

リング溝の中
Top +0.03

～0.0[ 0.15L 0.15 プロックゲージ 交換
2 nd

→-0.01

～ 0.0〔

リング溝とリング
の隙間

Top +0.05L
～+0.09L

0.15L 0.15 サーチャー 交換
2 nd

+0.04L
～+0.08L

ビス トンとシリン
ダの隙間

).04L
～0.076L 0.18L 0.18 シリンダゲージ

マイクロメータ 交換

ピス トンとビス ト
ンピンの嵌合

).005T
～0.014L 0.03L 0.03

．ヽン
ア々

一
一

ゲ
メ

ダ

ロ

ン
グ

リ

イ

シ
マ 交換

ビ

ス
ト

ン
リ

ン
グ

合口隙間
Top

0.1～0 3 1.0 1.5 サーチャー 交換
2 nd

中

Top
1

-0.02
--0.0ィ -0.1 -0.1 マイクロメータ 交換

2 nd

ビス トンピン外径 12φ
-0.008
～ ―-0.01( -0.03 -0.03 マイクロメータ 交換

コ
ネ
ク
チ

ン
グ

ロ
ッ
ド

小端部内径 16φ +0.011 0.02 0.02
ニー ドルなし
の内径

シリンダゲージ 交換

小端部と小端ニー
ドルとビス トンピ
ンの隙間

).01-0.0〔 0.055 0.055
シリンダゲージ
マイクロメータ 交換

大端部側隙間 0.1～ 0.6 0.7 0。 7 サーチ ャー 交換

査寧賞雫公2平行
(19==50)

0.03 0.08 0.08 ダイヤルゲージ 交換

ク

ラ

ン

ク

軸

軸受部外径 20φ )― -0.00C -0.04 -0.04 マイクロメータ 交潜

グランクケースに
対する軸方向の隙
間

0.1´VO.6 1.0 1.0

ペアリングと
グランク軸諏
で測定

サーチャー 交換

軸の振れ 0.05 0.12 0.12 ダイヤルゲージ 修正

気
化
器

Met.Nの戻し 固 定

Pス クリュの戻 し 士%
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整 備 項 目 標準寸法 修正精度 修正限度 使用限度 備  考 用  具 修正要領

電

気

関

係

点火プラグの形式 NGK B6HS

点火時期 23° (固定) ±3° キ
一

タイミングテス
タ 調整

点火プラグの間隙 0.6-0.7 1.0 サーチャー 調整

接点間隙 0.35 +0.05 ±0.1 サーチャー 調整

火花間隙 7.511ull以 上 マグネ ト三針テス トの回転数 (500Tm)

性

苔
日

最大出力Kw{ps}/rpm

連続定格出力
Kw{ps}/rpm

1.84{2.5ソ500(

1.40{1.91/450(

連続定格

出力の

110%以下

燃料消費量(ι lhr)
標準値の
130%以下

最大出力時にて

使用燃料 潤滑油混合ガソリン (ガソリン25:オイル1)オイルは2サイクル専用オイル

無負荷低速回転数 1600 ±50

各

部

締

付

ト

ル

ク

マグネ トの締付

(kg/cIII)

N・ m

(380～ 420)

37.3-41.2

トリレク

レンチ

点火プラグ
(kg/m)
N・ m

(250～ 300)

24.5^V29.4

トルク

レンチ

シリンダ締付
(kg/cln)

N・ m

(90～ 130)

8.8-12.7

トリレク

レンチ

減速室蓋締付
(kg/cla)

N・ In

(90～ 130)

8.8-12,7

トルク

レンチ

クランクケース締付
(kg/all)

Nom

(90～ 130)

8.8～ 12.7

トリレク

レンチ
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E C08形 エンジン修正基準一覧表

整 備 項 目 標準寸法 修正精度 修正限農 随用限農 備  考 用 具 修正要領

シ
リ

ン
ダ

内 径 50φ 0.016-0 +0 08 +0.65
昭動部の最大
及少内径の平
均

シリンダゲージ 交換

ピ

ス

ト

ン

外  径 49.96φ
+0

へ′-0.0乏
-0.05 -0.05 最大最少外径

の平均
マイクロメータ 交換

ピ ン 穴 12φ 0-|卜 0.01 0.03 0.03 最大円径 を浪l

る
シリンダゲージ 交換

リング溝の中
Top

1

+0 03
～ 0.0[ 0.15L 0.15 プロックゲージ 交換

2 nd
+0.01

～ 0.0〔

リング溝とリング
の隙間

Top +0.05L
～ 0.09L 0.15L 0.15 サーチ ャー 交換

2 nd
+0.04L
～+0.08L

ピス トンとシリン
ダの隙間

).04L
～0.076L 0.18L 0.18

シリンダゲージ
マイクロメータ 交換

ピス トンとビス ト
ンピンの嵌合

)005T
～0.014L 0.03L 0.03 シリンダゲージ

マイクロメータ 交換

ピ

ス
ト

ン
リ

ン
グ

合口隙間
Top

1 0.1～ 0.3 1.0 1.5 サーチャー 交換
2nd

巾

Top
1

-0.02
- 0.0∠ -0.1 -0.1 マイクロメータ 交換

2 nd

ビス トンピンタト径 12φ
-0.008
～ ―-0.01( -0.03 -0.03 マイクロメータ 交換

コ
ネ
ク
チ
ン
グ

ロ
ッ
ド

小端部内径 16φ
+0.011 0.02 0.02

ニー ドルな し
の内径 シリンダゲージ 交換

小端部 と小端ニー
ドルとビス トンピ
ンの隙間

).01-0.0〔 0.055 0.055 シリンダゲージ
マイクロメータ 交換

大端部側隙間 0.1-0.6 0,7 0.7 サーチ ャー 交換

大小端部穴の平行
度 テス トバー

(イ =50)
0.03 0.08 0.08 ダイヤルゲー ジ 交換

ク
ラ
ン
ク
軸

軸受部外径 20φ -0.00(
-0.04 -0.04 マイクロメータ 交 換

グラングケースに
対する軸方向の隙
間

0.1～ 0.6 1.0 1.0

ベアリングと
クランク軸葺
で測定

サーチ ャー 交換

軸の振れ 0.05 0.12 0 12 ダイヤルゲージ 修正

気
化
器

Met.Nの戻 し 固定

Pス クリュの戻し 1%
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整 備 項 目 標準寸法 修正精度 修正限度 使用限度 備  考 用  具 修正要領

電

気

関

係

点火プラグの形式 NGK B7HS

点火時期
う
ι 十

一 調整

点火プラグの間隙 0.6-0.7 1 調整

接点間隙 0.351nln +0.05 サーチャー 調整

火花間隙 7.511un以上 マグネト三針テストの回転数 (5001Pm)

性

能

最大出力Kw{ps}/rpm

連続定格出力
Kw{ps}/rpm

2.4{3.3}/5500

1.6{2.2}/4500

連続定格出力の

110%以下

燃料消費量(ι /hr) 2.5 最大出力時にて

使用燃料 潤滑油混合ガソリン ガソリン25:オイル1)オイルは2サイクル専用オイル

無負荷低速回転数 1600 +50

各

部

締

付

ト

ル

ク

マグネ トの締付
(kg/cla)

N・ m

(380～ 420)

37.3-41.2

トルク

レンチ

点火プラグ
(kg/cnl)

N・ In

(250～ 300)

24.5-29.4

トリレク

レンチ

シリンダ締付
(kg/cIIl)

N・ m

(90～ 130)

8.8-12.7

トルク

レンチ

減速室蓋締付
(kg/cnl)

N・ m

(90～ 130)

8.8～ 12.7

トリレク

レンチ

クランクケース締付
(kg/m)
N・ lln

(90～ 130)

8.8^‐ 12.7

トリレク

レンチ

―-37-一



12。 手入 れ と保存

下記の手入れは,エ ンジンを常識的な条件で正しく使用した場合に必要な手入れの標準を表わ

したものです。従って,この時間までは,手入れは必要ないというような保障の意味は一切あ

りません。例えば,埃 りの多い所で使用される場合は,エ アークリーナの清掃は時間毎ではな

くて毎日になることもあります。

2)20時間目の点検と手入れ

3)50時間毎 (10日 毎)の点検と手入れ

4)100～ 200時間毎 (毎月)の点検と手入れ

1)毎日の点検と手入れ (8時 FEl毎 )

検 と 手 入 れ占
〔 手 入 れ の 必 要 な 理 由

(1)各部の埃の清掃

(2)燃料漏れの有無を調べ もしあれば増締めする

か交換する。

(3)各部の締付にゆるみがないか調べあれば増締

めする。

(4)グ ランクケース内オイルを点検じ不足してい

る時は補給する。

(1)特にガバナ連結部に埃がついて作動が悪 くなる

事があ ります。

不経済であるばかりでなく危険です。

締付部のゆるみは振動事故の原因にな ります。

オイル不足で 運転すると焼付 き事故 を起 しま

す。

占
ヽ 検 と 手 入 れ 手 入 れ の 必 要 な 理 由

(1)グ ラングケース内オイルを交換する。 (1)初期なじみの汚れを除去するため。

占
¨

と 手 入 れ検 手 入 れ の 必 要 な 理 由

(1)ク ラングケース内オイルの交換

(2)エ アークリーナの清掃

(3)点火プラグの点検,汚れている時はガソリン

でよく洗浄するか紙ヤスリ等でみがきます。

(1)汚れたォイルは摩耗を早めます。

(2)エ ンジンが不調になります。

(3)出 力が低下 し,始動不良の原因になります。

占
い 検 と 手 入 れ 手 入 れ の 必 要 な 理 由

(1)燃料ス トレーナ及び燃料タングの清掃

(2)断続器接点の清掃

(1)エ ンジンが不調になります。

(2)エ ンジン出力が低下 します。
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占
（ 検 と 手  入  れ 手 入 れ の 必 要 な 理 由

(1)シ リンダヘッドを取 り外し,カ ーボンを落し

ます。

(2}気化器の分解,洗浄

5)500～ 600時間毎 (半年毎)の点検と手入れ

6)1000時間毎 (一年間毎)の手入れ

(1)オ ーバーホールを行い清掃修正交換を行いま

す。

(2)ビ ス トンリングを交換します。

(3)燃料パイプを交換します。

ヽ
ノ

「
′ 長時間にわたリエンジンを使用しない時

前記 1),2)の手入れを行います。

燃料タング内の燃料,及び気化器フロー トチャンパー内の燃料を抜きます。

シリンダ内面の防錆のため,点火プラグ取 り付けネジ穴よリオイルを注入し, リコイルス

タータの始動 ノブを静かに 2～ 3回引き点火プラグを取 り付けます。

リコイルスタータの始動ノプを引いて重 くなった位置で止めておきます。

外部は油で湿した布で清掃 します。

ビニール等のカバーをかけて湿気の少ない場所に保管してください。

点 検 と 手 入 れ 手 入 れ の 必 要 な 理 由

(1)出 力が低下 しエンジンが不調になります。

(2)      ク          ク

(3)燃料が漏れると危険です。
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②畠主菫工業な無式書耐
〒160-0023東京都新宿区西新宿1-7-2(ス バルビル )

産業機器事業本部 〒330‐0038埼 玉県さいたま市宮原町1-1-2第 2ス バルビル2F

サービス部

国内技術サービス課  TEL 048-653-5379 FAX 5618
国内営業部

東部営業課      TEL 048-653-5474 FAX 5617
中部・北部営業課   TEL 048-653-5464
西部営業課      TEL 048-653-5441

ロビン部品サービスセンター 〒364-85H埼玉県北本市朝日4‐410

TEL 048-593-7780 FAX 7797
部 品 言果        TEL 048-593-7779


